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論文内容要旨   

論文題名  

Drug－jnducedhypersensitivjtysyndrome／drugreactionwitheosinophiliaandsystemic  

SymPtOmSduetolamotrigJnediffersfromthatduetootherdrugs  

（ラモトリギンによる薬剤性過敏症症候群／好酸味増多と全身症状を伴う薬物反応と他の薬  

物によるものとの相違）  

専攻科目名 内科系皮膚科学 氏名 田代康哉  

鯨  内容要旨  

【目的】薬剤性過敏症症候群／好酸球増多と全身症状を伴う薬物反応  

（drug－induced hypersensitivity syndrome：DIHS／drug reaction with  

eosinophilia and systemic symptoms：I）RESS）は限られた薬剤で生じ，好  

酸球増多や多臓器障害を伴いヒトヘルペスウイルスー6（HHV－6）の再活性  

化がみられることを特徴とする重症薬疹である．近年ラモトリギンによる  

DIHS／DRESSは他の薬剤のDIHS／DRESSと比較し臨床症状や血液学的所見な  

ど異なる点があるとの報告があった．そこで我々は当科および協力施設で  

DIHS／DRESSと診断された44例のうちラモトリギンによるものと他剤によ  

るDIHS／DRESSとの比較検討を行った．  

【方法】ラモトリギンによるDIHS／DRESS患者12人，他の薬剤による  

臨 DIHS／DRESS患者32人の発症までの内服期間，白血球琴，好酸球数，異型リ  

ンパ球（％），血清ALT値，血清LI）H値，血清TARC値，HHV－6再活性化の有  

無，DRESSの分類スコア，DLST陽性の有無と期乱皮膚病理組織所見につい  

て検討を行った．統計学的検定はマン・ホイットニーのU検定とフィッシ  

ャーの正確確立検定を用いた．p値が0．05未満を統計的に有意とした．  

【結果】ALT値は，ラモトリギン群では他の薬剤による群よりも統計学的  

に低かった（Pく0．01）．白血球分画で異型リンパ球（％）はラモトリギン  

群で有意に低かった（Pく0．05）．血清LDHおよびTARC値もラモトリギン  

群で有意に低かった（Pく0．05）．ラモトリギン群では，他の薬剤の群より  

もHHV－6の再活性化例が少なかった（Pく0．01）．I）IHS／DRESS発症後の   



見本3  

DLST陽性期間はラモトリギン群でより速かった（Pく0．05）．2つの群間  

で，発症までの内服期間，白血球数，好酸球数，DRESSスコアは有意差がみら  

れなかった．また2つの群で皮膚病理組織学的所見は有意な違いは見ら  

れなかった．  

【結論】本検討からラモトリギンによるDIHS／DRESSと他の薬剤による  

DIHS／I）RESSでは特徴が異なることが示唆された．特に、ラモトリギンによ  

るDIHS／DRESSではDLSTが原因薬剤の早期同定に有用である可能性が示さ  

れた．  

・し、   


